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時
代
を
読
み
解
くシリ

ー
ズ

防

研

セ

ミ

ナ

ー

　１９７１（昭和�）年生まれ、千葉県出身。立命館大学文学

部卒業、�年海自入隊（一般幹部候補生�期）。経理・補

給幹部。指揮幕僚課程修了、放送大学大学院修士課程修了、

修士（学術）。第３術科学校教官、海自幹部学校教官など

を経て、２０２２年から現職。今年４月から海幕総務課海自�

年史編さん室兼務。専門は防衛装備移転史、軍事ロジステ

ィクス史。最近の論文に「１９５０年代の台湾向け魚雷艇移転

とその背景について」（『戦史研究年報』第�号、�年３

月）、「ＡＣＳＡの変遷―日米２国間から多国間へ―」（『海

幹校戦略研究』第７巻２号、�年１月）などがある。

テーマをさらに深掘り

「防研セミナーブリーフィング」

　執筆者の石原２佐が今回

のテーマをさらに深掘りし

て解説し、防衛省職員と突

っ込んだ議論を行う「防研

セミナーブリーフィング」

が９月�日（金）午後３時

～４時まで、市ヶ谷のＦ１

棟６階「国際会議場」で開

かれます。参加者・聴講者

は隊員に限定します。ご興

味ある方は奮ってご参加く

ださい。▽問い合わせ＝防

研企画調整課�―３２６８―３１

１１（内線２９１７７）まで。

補

給

や

支

援

拠

点

と

し

て

柔

軟

展

開

　

１

９

０

４

年

に

勃

発

し

た

日

露

戦

争

に

お

け

る

日

本

海

軍

の

戦

略

意

義

は

、

大

陸

に

展

開

す

る

陸

軍

の

兵

站

線

確

保

に

あ

っ

た

。

こ

れ

を

達

成

す

る

た

め

の

海

上

作

戦

の

継

続

が

、

日

露

戦

争

に

お

け

る

日

本

海

軍

ロ

ジ

ス

テ

ィ

ク

ス

の

目

的

で

あ

っ

た

と

言

え

よ

う

。

　

日

露

戦

争

に

お

い

て

、

艦

隊

の

近

傍

に

あ

っ

て

海

上

作

戦

の

継

続

を

支

え

た

存

在

が

「

前

進

根

拠

地

」

で

あ

る

。

　

前

進

根

拠

地

は

戦

域

に

近

接

し

た

戦

略

的

な

補

給

・

支

援

拠

点

と

し

て

機

能

し

、

単

な

る

物

資

補

給

地

以

上

の

役

割

を

果

た

し

た

。

　

日

露

戦

争

に

お

け

る

日

本

海

軍

の

ロ

ジ

ス

テ

ィ

ク

ス

体

制

は

４

つ

の

本

土

鎮

守

府

（

横

須

賀

・

呉

・

佐

世

保

・

舞

鶴

）

を

基

盤

と

し

て

い

た

が

、

日

本

海

軍

は

戦

局

に

応

じ

て

柔

軟

に

前

進

根

拠

地

を

展

開

し

、

海

上

作

戦

の

継

続

を

支

え

た

。

　

日

露

戦

争

で

の

日

本

海

軍

の

主

な

作

戦

海

域

は

日

本

本

土

か

ら

黄

海

、

朝

鮮

半

島

沿

岸

で

あ

り

、

本

土

か

ら

の

出

撃

が

可

能

な

内

線

作

戦

の

優

位

性

が

活

用

さ

れ

た

。

　

特

に

佐

世

保

鎮

守

府

は

戦

場

に

近

接

し

、

ロ

ジ

ス

テ

ィ

ク

ス

支

援

の

拠

点

と

な

っ

た

。

し

か

し

、

本

土

か

ら

の

支

援

だ

け

で

は

不

十

分

で

あ

り

、

戦

域

近

傍

で

の

継

続

的

支

援

が

不

可

欠

で

あ

っ

た

た

め

、

前

進

根

拠

地

の

設

置

が

進

め

ら

れ

た

。

多

様

な

機

能

持

ち

作

戦

継

続

支

え

る

　

１

９

０

４

年

２

月

、

日

本

海

軍

は

朝

鮮

半

島

南

東

部

の

鎮

海

湾

を

占

領

し

て

前

進

根

拠

地

と

し

た

の

を

皮

切

り

に

、

黄

海

に

面

し

た

牙

山

湾

、

黄

海

北

部

の

裏

長

山

列

島

、

遼

東

半

島

の

旅

順

な

ど

に

も

順

次

展

開

。

最

終

的

に

は

占

領

地

に

９

カ

所

の

前

進

根

拠

地

が

整

備

さ

れ

、

日

本

の

対

馬

や

台

湾

の

馬

公

の

既

存

港

湾

施

設

も

併

用

さ

れ

た

。

こ

れ

ら

は

補

給

中

継

点

で

は

な

く

、

修

理

、

通

信

、

衛

生

、

整

備

な

ど

多

様

な

機

能

を

持

つ

拠

点

と

し

て

作

戦

継

続

を

支

え

た

。

　

こ

の

前

進

根

拠

地

で

の

ロ

ジ

ス

テ

ィ

ク

ス

支

援

能

力

を

支

え

た

の

が

、

商

船

を

改

装

し

た

「

特

設

艦

船

群

」

で

あ

る

。

給

炭

船

、

給

水

船

、

給

糧

船

、

給

兵

船

な

ど

が

そ

れ

ぞ

れ

の

任

務

に

応

じ

て

配

置

さ

れ

、

艦

隊

へ

の

迅

速

か

つ

継

続

的

な

支

援

を

可

能

に

し

た

。

　

こ

れ

に

よ

り

、

前

進

根

拠

地

の

機

能

は

特

設

艦

船

の

活

動

と

連

動

し

て

柔

軟

に

拡

張

さ

れ

た

。

ま

た

、

工

作

船

、

病

院

船

、

救

難

船

な

ど

も

投

入

さ

れ

、

整

備

・

衛

生

・

緊

急

対

応

機

能

も

備

え

ら

れ

た

。

特

設

運

送

船

は

前

線

と

本

土

間

の

物

流

を

担

い

、

通

信

船

や

海

底

電

線

沈

置

船

は

通

信

網

を

確

保

し

た

。

こ

う

し

て

前

進

根

拠

地

は

「

戦

域

近

傍

の

ロ

ジ

ス

テ

ィ

ク

ス

支

援

拠

点

」

と

し

て

の

包

括

的

な

役

割

を

果

た

し

た

。

海

軍

作

戦

計

画

に

制

度

的

に

統

合

へ

　

１

９

０

４

年

３

月

に

は

「

前

進

根

拠

地

軍

需

品

配

給

通

信

送

達

規

定

」

が

発

布

さ

れ

、

補

給

や

通

信

の

体

制

が

制

度

化

。

仮

根

拠

地

防

備

隊

港

務

部

長

が

実

務

を

統

括

す

る

こ

と

で

、

現

地

対

応

か

ら

戦

略

的

な

管

理

運

用

へ

と

移

行

し

た

。

こ

れ

は

前

進

根

拠

地

が

単

な

る

臨

時

施

設

で

は

な

く

、

制

度

的

に

海

軍

の

作

戦

計

画

に

組

み

込

ま

れ

た

こ

と

を

示

す

。

　

中

で

も

前

進

根

拠

地

の

糧

食

補

給

機

能

は

注

目

に

値

す

る

。

当

時

の

海

軍

は

脚

気

予

防

を

意

識

し

て

パ

ン

や

米

麦

飯

を

主

食

と

し

、

魚

肉

・

乾

物

・

缶

詰

な

ど

を

副

食

と

し

た

。

パ

ン

は

艦

上

で

の

焼

成

が

難

し

く

、

本

土

で

製

造

さ

れ

た

も

の

を

給

糧

船

で

供

給

。

さ

ら

に

、

給

糧

船

に

は

屠

獣

場

が

備

え

ら

れ

、

生

き

た

家

畜

を

搭

載

・

処

理

し

て

前

線

で

新

鮮

な

肉

を

提

供

す

る

高

度

な

運

用

が

行

わ

れ

た

。

　

ま

た

、

佐

世

保

鎮

守

府

経

理

部

は

、

補

給

の

中

核

と

し

て

各

地

の

根

拠

地

機

能

を

最

適

化

し

、

大

連

占

領

後

に

は

現

地

パ

ン

工

場

の

設

置

な

ど

、

現

地

生

産

と

供

給

の

融

合

も

進

め

た

。

給

糧

船

「

福

岡

丸

」

の

行

動

に

見

る

よ

う

に

、

佐

世

保

で

家

畜

・

パ

ン

・

野

菜

を

搭

載

し

、

前

線

に

届

け

る

体

制

が

確

立

さ

れ

て

い

た

。

ハ

ブ

と

し

て

機

能

長

期

作

戦

で

優

勢

　

総

じ

て

、

日

露

戦

争

に

お

け

る

日

本

海

軍

の

ロ

ジ

ス

テ

ィ

ク

ス

体

制

は

、

戦

局

に

応

じ

て

柔

軟

に

展

開

さ

れ

る

前

進

根

拠

地

と

、

そ

れ

を

支

え

る

特

設

艦

船

群

の

機

動

的

運

用

に

よ

っ

て

支

え

ら

れ

て

い

た

。

　

こ

れ

に

よ

り

、

日

本

海

軍

は

長

期

に

わ

た

り

作

戦

を

継

続

で

き

、

戦

域

に

お

け

る

海

上

優

勢

を

維

持

す

る

こ

と

が

可

能

と

な

っ

た

。

前

進

根

拠

地

は

単

な

る

後

方

支

援

施

設

で

は

な

く

、

戦

略

的

な

ハ

ブ

と

し

て

機

能

し

、

日

本

の

海

軍

勝

利

を

陰

で

支

え

る

重

要

な

要

素

と

な

っ

た

の

で

あ

る

。

　

さ

ま

ざ

ま

な

点

で

当

時

と

の

相

違

点

は

多

い

も

の

の

、

戦

域

近

傍

で

の

拠

点

の

確

保

は

現

在

に

お

い

て

も

非

常

に

重

要

だ

と

言

え

る

だ

ろ

う

。


